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要約 

小学校学習指導要領の総則には情報モラル教育の必要性が、同総合的な学習の時間には「情報が日

常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」が記された。よりよいコミュニケーションや人と人との関

係づくりのために、今後も変化を続けていく情報手段を効果的に活用させ、必要な判断力や心構えを身に

付けさせるための手だてとして示されたものと考えられる。しかし現状においては、メディア活用から児童を

遠ざけるような対処療法的な教育活動が多く行われてしまっており、こうした実践研究や普及啓発活動は

十分であるとはいえない。 

本研究では、「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」を支援するための授業パッ

ケージと、その授業パッケージを活用した教員研修プログラムを開発した。アンケート調査を通して、授業

パッケージについては「掲載内容は分かりやすいか」、「日常の授業で活用しやすいか」という点を検討す

ること、教員研修プログラムを活用した研修会については、参加者が「教える内容や教え方に関する理解を

深めたか」、「研修後に授業パッケージを踏まえた実践に取り組もうとしたか」という点について検討すること

を目的とした。 

研究にあたっては、まずこれまで行ってきた実践等の中から成果を上げてきたと考えられる題材を選び、

パッケージ教材に関する先行研究を参考に掲載すべき要件を洗い出した後、8 冊の授業パッケージを開

発した。さらに開発した授業パッケージを活用した教員研修プログラムを作成し研修を実施したが、その教

員研修プログラムはこれまでの研究成果をもとに、「教える内容の意識化」「教え方の意識化」を重視した内

容・構成にした。 

授業パッケージを読んだ教員等へのアンケート調査からは、「掲載内容の分かりやすさ」や「日常の授業

での活用しやすさ」について概ね高い評価が得られた。また、実施した教員研修参加者へのアンケート調

査からは、ほとんどの参加者が研修を通して教える内容や教え方に関する理解を深め、高い満足感を持っ

たこと、研修後に授業パッケージを踏まえた実践に取り組んだり実践を計画したりしたことが示された。 
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1 はじめに 

メディアが伝える情報が児童の生活に強い影響を与えているさまざまな事実を背景として、昨今、情報を

読み解く力の育成が重視されてきた。 

新しい小学校学習指導要領の総則では情報モラル教育の必要性が示された（文部科学省 2008）。同じ

く総合的な学習の時間には「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」が示され、同解

説総合的な学習の時間編には「情報手段の進化によって日常生活や消費行動がどう変化したか」「情報手

段の進化によって社会がどのように豊かになったのか」「日常生活にどのような新しい危険や困難がもたら

されたのか」等の指導の観点が例示されている。 

これらのことは、よりよいコミュニケーションや人と人との関係づくりのために、今後も変化を続けていく情

報手段を効果的に活用させ、その際に必要な判断力や心構えを身に付けさせる手だてとして示されたもの

と考えられる。 

しかし現状では、情報モラル教育に対する喫緊の課題意識により、携帯電話の持ち込み禁止に代表さ

れるように、メディア活用から児童を遠ざけるような対処療法的な教育活動が多く行われてしまっており、上

記の理念を実現する実践研究及び普及啓発に関する活動は十分であるとはいえない。 

本研究では、「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」を支援するために、この分

野に対する指導経験が浅く授業イメージを持つことが難しい教員であっても、児童に教える内容が把握で

きるような授業パッケージと、授業パッケージを活用した教員研修プログラムを開発した。 

なお、「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」は、堀田（2004）が提唱するメディ

アとのつきあい方学習に位置付く学習活動と捉えており、本研究は「メディアとのつきあい方学習の授業パ

ッケージと教員研修プログラムの開発」と同義と見なして推進した。 

 

2 目的 

(1) 「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」を支援するために作成した授業パッケ

ージ（以下「授業パッケージ」と記す）を、1)掲載内容は分かりやすいか、2)日常の授業で活用しやすい

か、という点について、アンケート調査により検討する。 

 

(2) (1)を活用した教員研修プログラムを作成し、研修を実施することで、1)参加者が教える内容や教え方

に関する理解を深めたか、2)研修後に授業パッケージを踏まえた実践に取り組もうとしたか、についてア

ンケート調査を通して検討する。 

 

3 研究の方法 

(1) 授業パッケージの作成 

1) パッケージ教材の開発に関する先行研究等を調べて、授業パッケージに掲載する内容や構成等を

探り、決定した。 

2) 上記 1)で決めた内容・構成に合わせて、筆者が代表を務める「メディアとのつきあい方学習実践研究

会」（以下、「研究会」と記す）がこれまでに行った実践を再構成し、授業パッケージを作成した。 

 

(2) アンケート調査による授業パッケージの検討 

1)  対象 

研究会は、メディアとのつきあい方学習について広く理解してもらうために、定期的に「メディアとのつ



【アンケート 1】自分自身について 
１ 性別 
２ 所属 

・学校種別、企業、その他 
・経験年数  ・専門  ・担当 

３ 学習会等への参加回数 
４ メディアとのつきあい方学習に関する既有の知識・経験 
   
【アンケート 2】授業パッケージについて 
１ 掲載内容ごとの分かりやすさ 
２ 授業パッケージが日常の授業に位置付けて実践できるか 

表 1 授業パッケージに関するアンケート調査項目（概略） きあい方学習実践研究会

学習会」（以下「学習会」と

記す）を開催している。今

回、第 4回学習会において

授業パッケージを活用し、

参加者（48 名）に対してア

ンケート調査を実施した。 

2) アンケート調査項目と

調査方法 

授業パッケージに関する

アンケート調査は、学習会の中で 2 回に分け、表 1 のような調査項目で実施した。アンケート 1 は学習会

開始時に、アンケート 2 は授業パッケージの内容を読み取るワークショップ後に、参加者が回答した。 

 3) アンケート集計 

46 名からアンケートを回収した（男性 21 名、女性 25 名）。内訳は、小学校教員 37 名、中学校教員 1

名、大学教員 1 名、教育行政機関 3 名、企業 1 名、ICT 支援員 3 名であった。小中学校の教職経験年

数別、メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別で集計し、考察を加えた。 

 

(3) 教員研修プログラムの作成 

教員研修の内容や構成に関する先行研究等を踏まえて、授業パッケージを活用した教員研修プログラ

ムを作成した。 

 

(4) アンケート調査による教員研修プログラムの検討 

1) 対象 

研究会が開催した第 4回学習会において授業パッケージを活用した教員研修プログラムを実施し、参

加者（48 名）に対してアンケート調査を行った。 

2) アンケート調査項目と調査方法 

教員研修プログラムに関するアンケート調査は、2 回に分けて実施した。各回答者の「所属」「教職経

験年数」「メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解」等については、学習会開始時の別調査で把握 

１ ①～⑦のことにどの程度効果があったか（5.あった～1.なかった の 5段階で回答） 
①メディアとのつきあい方学習についての理解 
②メディアとのつきあい方学習の授業の理解 
③パッケージを使って授業をする意欲の高まり 
④授業展開についての理解 
⑤実践すべき教科・領域についての理解 
⑥自分で教材を開発して実践する意欲の高まり 
⑦自分で資料等を用意するコツをつかむこと 

 
２ 学習会のプログラムに対する満足度（5.大変満足～1.大変不満 の 5段階で回答） 
・全体  ・第 1 部「パッケージ読解」  ・第 2 部「模擬授業」 ・第 3 部「講演」 

 
表 2 教員研修プログラムに関するアンケート調査項目（概略） 



 

した。 

a。 学習会終了時に、学習会の各プログラムが教える内容や教え方を理解する上でどの程度効果が

あったか、各プログラムに対する満足度はどの程度か、等について調べた（表 2）。 

b。 学習会から 3 ヶ月後に、学習会で配付した授業パッケージを踏まえた実践に取り組んだり実践を

計画したりしたかについて、電子メールを通して調べた（表 3）。 

3) アンケート集計 

3(4)2)a。については、46 名からアンケートを回収した（男性 21 名、女性 25 名）。内訳は、小学校教員

37 名、中学校教員 1 名、大学教員 1 名、教育行政機関 3 名、企業 1 名、ICT 支援員 3 名であった。小

中学校の教職経験年数別、メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別で集計し、考察を加えた。 

3(4)2)b。については、22 名からアンケートを回収した（男性 10 名、女性 12 名）。内訳は、小学校教員

17 名、中学校教員 1 名、大学教員 1 名、教育行政機関 2 名、ICT 支援員 1 名であった。そのうちの 1

名については、a。のアンケートに未回答であったため、変化を見る際には除外し、21名の回答内容で考

察を行った。 

 

4 授業パッケージの作成 

(1) パッケージ教材に関する先行研究より 

影山ら（2005）による「メディアとのつきあい方学習」の初心者向け授業実践パッケージの開発研究からは、

パッケージに具備されるべき要件として次の３点が整理できる。 

・授業展開例、ワークシート、提示用の写真等の教材がある。 

・クリアファイル見開き１ページにすべての資料をそろえる。 

・学習指導案については、授業者が授業イメージを持ちやすくするとともに、どこに重点を置いて指導す

るか示すため、学習活動をブロックに分け、時間配分を明記する。 

また、渡辺ら（2002）は、情報教育用学習パッケージの開発に携わった教員へのアンケート結果を分析し、

次のような工夫が学習パッケージの利用を容易にすると述べている。 

・学習指導案は、活動に際して本時の目標や実践上のポイント、児童の活動例などを具体的に記述す

る。 

・ワークシートは、児童が自分で学習を進めることができるように、具体的な指示で文章表現し情報量が 

１ 学習会後、授業パッケージを使って実践をしたか 
 1-a.使ったパッケージ 
 1-b.授業した学年、教科等 
 1-c.今後の実践する予定や見込み 
 1-d.実践予定の時期 
 
２ 学習会後、授業パッケージや学習会の内容を参考にして実践をしたか 
 2-a.何のどの部分を参考にしたか 
 2-b.授業した学年、教科等 
 2-c.今後の実践する予定や見込み 
 2-d.実践予定の時期 
 
３ 上記すべてに「いいえ」と答えた場合の背景等 

表 3 学習会から 3ヶ月後のアンケート調査項目（概略） 



表 4 授業パッケージの内容・構成及び 8つの教材名 

 

多過ぎないようにする。 

・教員が授業をイメージでき、学習全体をナビゲートできるようにするために、ワークシートへの児童の予

想される記述内容を記載する。 

さらに近年開発された教員研修用のパッケージ教材は、次のような内容・構成になっていた。 

・実物投影機活用授業研修パッケージ（全 5 セット）には、それぞれ 1。開発の意図説明、2。全 5 パッケ

ージの概要を示す一覧表、3。各研修の流れ図、4。研修の進め方（スライドとトーク例）、5。研修のスラ

イドデータ、6。各研修で必要な教材や資料が包括されていた。 

・フラッシュ型教材研修パック（全 5セット）には、それぞれ 1。開発の意図説明、2。全 5パックの概要を示

す早見表、3。各研修の流れ図、4。研修時の講師トーク（スライドとトーク例）、5。研修のスライドデータ、

6。教材の見本や授業風景ビデオが包括されていた。 

これらの先行研究に倣い、作成する授業パッケージは表 4 のような内容・構成にした。 

 

(2) パッケージ化した教材  

これまでに研究会メンバーが行った授業実践、セミナー・学習会で実施した模擬授業・ワークショップ等

の題材の中から、比較的広く受け入れられ成果を上げてきたと考えられる 8 つの代表的な教材を選び、こ

れらを 8 冊の冊子「授業パッケージ」にまとめた（図 1）。8 つの教材名は表 4 の通りである。 

 

５ 授業パッケージに関するアンケート調査の

結果 

（１） 掲載内容の分かりやすさについて 

表 4 に記した授業パッケージの①～⑧の掲

載内容について、分かりやすいかどうかをアン

ケート調査した。①～⑧それぞれに対して、

「そう思う」から「そう思わない」までの５段階で

評価を受けた。表 5 の通り、ほとんどの参加者

が「そう思う」「少しそう思う」と回答した。 

回答を「そう思う＝5 点」～「そう思わない＝1

点」で点数化し、「小中学校の教職経験年数

別」に見た平均値を①～⑧の内容ごとに示す

各授業パッケージの内容・構成（全 16ページ） 教材名（A～Hは教材コード） 

① メディアとのつきあい方学習とは何か（P1） 
② 授業パッケージの使い方（P2） 
③ 授業パッケージ全体の構成（P3） 
④ 8つの授業パッケージの概要（P4-5） 
⑤ 授業のねらい、教材観、指導観等（P6-7） 
⑥ どういう授業展開にすればよいか（P8-9） 
⑦ 児童用ワークシートとそれを使った指導のポイント（P10-11） 
⑧ 授業で活用できるスライドと教師用トーク例（P12-15） 
⑨ 奥付（P16）  

A。広告のポスターを調べよう 
B。学級新聞を調べよう 
C。ラーメンパッケージを調べよう 
D。商品の CMを調べよう 
E。テレビ番組欄を調べよう 
F。新聞記事を調べよう 
G。プロフの特性を調べよう 
H。架空請求メールを調べよう 

図 1 8冊の授業パッケージ 



と図 2 の通りであった。実際に授業で活

用する⑤～⑧について、特に経験年数

10～19 年の参加者が相対的に高い評

価をしていること、全体的に教職経験者

以外は相対的に低い評価をしていること

等が示された。また同様に「メディアとの

つきあい方学習に係る経験・理解別」に

見ると図 3 の通りであった。⑤～⑧につ

いては、教材等を自作して授業をしたこ

とがある参加者が、相対的に高い評 

価をしていること等が分かった。 

 

（２） 日常の授業での活用しやすさ 

表 4 に記したＡ～Ｈの授業パッケージ

に対して、「日常の授業で活用しやすい

かどうか」についてのアンケート調査をし

た。8 つの授業パッケージそれぞれにつ

いて「活用しやすい」「分からない」のど

ちらかを選び、「活用しやすい」場合には

具体的に教科・領域等を記述させた。表

6 の通り、多くの参加者が活用しやすい

と回答した。しかし、Ｄ以外の 7 つでは

「分からない」と回答した参加者が若干見られた。 

回答を「活用しやすい＝2 点」「分からない＝1 点」で点数化し、「小中学校の教職経験年数別」に見た平

均値をＡ～Ｈそれぞれに示すと、図 4 の通りであった。経験年数の長い参加者の方が、活用しやすいと回

答している傾向が示された。また同様に「メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別」に見ると図 5 の

図 2 小中学校の教職経験年数別に見た分かりやすさに対す
る意識 

図 3 メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別に
見た分かりやすさに対する意識 

表 5 掲載内容の分かりやすさに関するアンケート調査結果  （単位＝人） 
 

 

そ
う
思
う 

少
し
そ
う

思
う 

ど
ち
ら
と

も
言
え
な

い 少
し
そ
う

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ

な
い 

① メディアとのつきあい方学習とは何か 41 4 1 0 0 

② 授業パッケージの使い方 45 1 0 0 0 

③ 授業パッケージ全体の構成 37 9 0 0 0 

④ 8つの授業パッケージの概要 37 9 0 0 0 

⑤ 授業のねらい、教材観、指導観等 39 7 0 0 0 

⑥ どういう授業展開にすればよいか 41 5 0 0 0 

⑦ 児童用ワークシートとそれを使った指導のポイント 40 6 0 0 0 

⑧ 授業で活用できるスライドと教師用トーク例 40 6 0 0 0 

 

(点) 

(点) 



通りであった。授業をしたことがある参加

者が、活用しやすいと回答している傾向

が示された。 

 

６ 授業パッケージに関する考察 

教職の経験年数が長かったりメディア

とのつきあい方学習の授業をしたことが

あったりする参加者が、授業パッケージ

について「掲載内容が分かりやすい」「日

常の授業で活用しやすい」とより多く回

答したことは、授業パッケージに掲載さ

れた指導に関する情報が経験に基づい

て読み解けたこと、そして授業イメージを

持つことができたことが理由と考えられる。

大きな差ではなかったが、経験の浅い参

加者の評価が相対的に低かったことから、

授業パッケージを活用した教員研修プロ

グラムの開発が重要であり、そのことによ

って普及にいっそう寄与することができる

ものと考える。 

 

7 教員研修プログラムの作成 

(1) 教員研修に関する先行研究より 

高橋ら（2005）は、受講者がメディアとのつきあい方学習の教える内容を理解し、授業実践や普及活動に

取り組むようになることを目的に、「実践事例を通して見方・考え方に触れた後、具体的な教材・授業イメー

ジをもちながら指導法を議論し、最後に自分がイメージした実践の理屈付けをする」という研修デザインに

基づいて、教員研修を実施した。受講者へのアンケート調査やインタビュー調査から、研修デザインは目

的を達成するために効果的であったことが示された。 

また高橋ら（2006）は、1。当該メディア体験の想起、2。具体的な活動の体験、3。「教える内容」の意識化、

4。実践化に向けた検討、5。「教え方」の意識化、6。振り返り、から構成される「メディアとのつきあい方学習

教員向けワークショップモデル」を開発し

た。教員研修での評価を通して、モデル

がメディアとのつきあい方学習の教え方

を意識できるようになるために有効であ

ることを示した。さらに高橋ら（2007）は、

模擬授業を体験した後、授業を分析しな

がら「教える内容」と「教え方」の意識化

を図り、授業を構想する、という流れの

「模擬授業を取り入れたメディアとのつき

あい方学習ワークショップモデル」も作成

表 6 日常の授業での活用のしやすさに関するアンケート 

調査結果              （単位＝人） 

教材コード A B C D E F G H 
活用しやすい 11 11 10 10 10 11 11 8 
分からない 2 1 1 0 2 1 1 2 

 

図 4 小中学校の教職経験年数別に見た活用しやすさに対する意識 

図 5 メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別に見た活用
しやすさに対する意識 

 

１ パッケージを読解するワークショップ 
 1.個人で読み解く 
 2.読み解いたことをグループ内で共有する 
 3.読み解いたことを他グループと共有する 
２ 模擬授業 
 1.研究会代表者による模擬授業を見る 
2.グループ内で感想を共有する 
3.グループ内で自分がやってみたい授業を 
出し合う 

３ 研究者による総括講演 

 

表 7 授業パッケージを活用した教員研修プログラム 

教
え
る
内
容
の
意
識
化 

教
え
方
の
意
識
化 

(点) 

(点) 



し、教員研修で成果を上げた。 

これらの先行研究に倣い、「授業パッケージ

を活用した教員研修プログラム」は表 7 のような

「教える内容の意識化」「教え方の意識化」を重

視した内容・構成にした。この研修プログラムを

活用した学習会は、2011 年 7 月 9 日（土）に東

京大学福武ラーニングスタジオで開催した（図

6）。 

 

8 教員研修プログラムに関するアンケート調査

の結果 

(1) 教える内容や教え方の理解について 

表 2 に記した 1①～⑦について、どの程度効

果があったかをアンケート調査した。①～⑦そ

れぞれに対して、「あった」から「なかった」まで

の 5 段階で評価を受けた。表 8 の通り、ほとん

どの参加者が「あった」「少しあった」と回答し

た。 

回答を「あった＝5点」～「なかった＝1点」で

点数化し、「小中学校の教職経験年数別」に見

た平均値を①～⑦の内容ごとに示すと図 7 の

通りであった。授業パッケージを活用して授業

をするだけにとどまらない発展的な質問項目に

ついては、特に経験年数 0～9 年の参加者が

相対的に見れば低い評価をしている傾向が見

られた。また同様に「メディアとのつきあい方学

図 6 メディアとのつきあい方学習実践研究会が主催

した第 4回学習会の様子 

表 8 教える内容や教え方の理解等に対する効果に関するアンケート調査結果 
 

N=46 
 
 
質問項目 
 

あ
っ
た 

少
し
あ
っ
た 

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い 

少
し
な
か
っ
た 

な
か
っ
た 

① メディアとのつきあい方学習についての理解 44 1 1 0 0 

② メディアとのつきあい方学習の授業の理解 44 1 1 0 0 

③ パッケージを使って授業をする意欲の高まり 42 4 0 0 0 

④ 授業展開についての理解 39 7 0 0 0 

⑤ 実践すべき教科・領域についての理解 28 17 1 0 0 

⑥ 自分で教材を開発して実践する意欲の高まり 17 22 7 0 0 

⑦ 自分で資料等を用意するコツをつかむこと 20 21 5 0 0 

 

図 7 小中学校の教職経験年数別に見た教える内容や教

え方の理解等に対する意識 



習に係る経験・理解別」に見ると図 8 の通りで

あった。メディアとのつきあい方学習について

の知識を持っていない参加者が、相対的に見

れば低い評価をしている傾向が見られた。 

 

(2) プログラムに対する満足度について 

学習会のプログラムについて、参加者がど

の程度満足しているかをアンケート調査した。

プログラム全体及び第 1部～第 3部について、

「大変満足」から「大変不満」までの 5段階で評

価を受けた。表 9 の通り、ほとんどの参加者が

「大変満足」「やや満足」と回答した。 

回答を「大変満足＝5 点」～「大変不満＝1

点」で点数化し、「小中学校の教職経験年数

別」に見た平均値を調査項目ごとに示すと図 9

の通りであった。経験年数 0～9 年の参加者が

相対的に見れば低い評価をしている傾向が見

られた。また同様に「メディアとのつきあい方学

習に係る経験・理解別」に見ると図 10 の通りで

あった。知識のない参加者が、相対的に見れ

ば低い評価をする傾向が見られた。 

 

(3) 研修後の実践化について 

学習会参加者がその後、配付された授業パ

ッケージを踏まえた実践に取り組もうとしたか

どうかについてアンケート調査した。表 10 の

通り、授業パッケージを使った実践及び授業

パッケージや学習会を参考にした実践に、す

でに取り組んでいた参加者は 21 名中 8 名で

あった。8 名が使った 9 パッケージの内訳は

「A.広告のポスターを調べよう 2 名」「D.商品

のCMを調べよう 1名」「F.新聞記事を調べよ

う 3 名」「H.架空請求メールを調べよう 3 名」

であった。 

今年度中の具体的な時期を示して「授業

パッケージを使った実践を今後行う予定があ

る」と回答した参加者は 21 名中 18 名、「授業

パッケージや学習会を参考にした実践を今

後行う予定がある」と回答した参加者は 21 名

中 19 名であった。実践を行う予定がない参

図 8 メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別

に見た教える内容や教え方の理解等に対する意識 

表 9 プログラムへの満足度に関するアンケート調査

結果 
N=46 

 
 
プログラム 
 

大
変
満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

大
変
不
満 

全体 40 5 0 1 0 

第 1 部「パッケージの読解」 38 7 1 0 0 

第 2 部「模擬授業」 40 5 1 0 0 

第 3 部「講演」 43 2 1 0 0 

 

図 9 小中学校の教職経験年数別に見たプログラムへの

満足度 



図 11 参加者の小中学校教職経験年数別に見た学習会後

3ヶ月以内の実践化の割合 

加者は、実践できない理由として「養護教諭

なので、この種の授業を行うことは難しい」「学

級担任ではないので実践する機会が作れな

い。そのため、担任を持つ職員に授業パッケ

ージを紹介し、実践を行ってもらう予定であ

る。」「教員研修施設の指導主事なので、自分

では実践できないが、研修の進め方を参考に

したり、授業計画案を作成したりする等を予定

している。」等と回答していた。 

表 10 の質問項目 1-1 の回答者数を、「小

中学校の教職経験年数別」に示すと図 11 の

通りであった。経験年数 0～9 年の参加者 5

名のうち 3 名が、すでに実践していることが分

かった。同様に、「メディアとのつきあい方学

習に係る経験・理解別」に示すと図 12 の通り

であった。学習会参加前には知識を持ってい

なかった参加者 3 名のうち 1 名が、すでに実

践していることが分かった。 

 

９ 教員研修プログラムに関する考察 

(1) 参加者が教える内容や教え方に関する

理解を深めたか 

「教える内容の意識化」「教え方の意識化」

を重視した内容・構成の研修プログラムを作

成し、学習会を展開した。アンケート調査の

結果から、すべてのプログラムに対してほとん

どの参加者が教える内容や教え方に関する

理解を深めたという意識を持ち、高い満足感

を抱いていることが示されたと考えられる。大

きな差ではなかったが、経験の浅い参加者の

評価が相対的に低い傾向を示したことは、

「情報が日常生活や社会に与える影響を考

えさせる学習活動」に係る自身の学習経験・

指導経験が不足しているからであり、一度の

教員研修だけで一朝一夕に経験の差が埋め

られるものではないことがうかがえる。 

今後も「情報が日常生活や社会に与える

影響を考えさせる学習活動」を支援するため

に、研修プログラムの改善を図りながら教員

研修を継続的に実施したり、教員研修パッケ

図 10 メディアとのつきあい方学習に係る経験・理解別

に見たプログラムへの満足度 

 

表 10 学習会後、授業パッケージを踏まえた実践に取り

組もうとしたかについて 

N=21 
 
質問項目 

は
い 

い
い
え 

1-1 授業パッケージを使って、すでに実践し 
た 8 13 

1-2 授業パッケージを使った実践を、今後行 
う予定がある 18 3 

2-1 授業パッケージや学習会を参考にした 
実践を、すでに行った 8 13 

2-2 授業パッケージや学習会を参考にした 
実践を、今後行う予定がある 19 2 

  

0% 50% 100%

0～9年

10～19年

20年以上

小中教員以外

はい

いいえ

小中教員以外 2人

5人

9人

5人



ージを提供したりする必要があると考えられる。 

 

(2) 研修後に授業パッケージを踏まえた実践

に取り組もうとしたか 

アンケート調査の回答者数は学習会参加者

数の 50％以下ではあるが、大半が「授業パッケ

ージを使った実践・授業パッケージや学習会を

参考にした実践を、今後行う予定がある」と回

答している。また回答の中には、「学習会のワ

ークショップの展開、発問や指示が、実践の参

考になった。」という記述も見られた。これらのこ

とから、授業パッケージを活用した教員研修プ

ログラムの実施によって、参加者が実践に取り

組もうとする意識を持つことができたものと考え

られる。 

なお、授業パッケージを活用した実践を学習会終了後すぐに行った参加者が、「教職 0～9年目」「メディ

アとのつきあい方学習についてよく知らない」と回答した者の中にも、比較的多く見られた。これは、授業パ

ッケージの内容理解や教える内容や教え方の理解に関する意識調査結果とは、異なる傾向である。授業

パッケージを活用した教員研修プログラムによって、経験や指導力の有無に左右されることなく、参加者の

意識を実践に向かわせることができたためではないかと考えられる。 

今後も、学習会参加者に対する情報提供を行い、授業パッケージを踏まえた実践の普及・定着に向け

た支援を継続する必要があると考えられる。 

 

10 まとめ 

(1) 「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」を支援するために、これまで行ってきた

実践等の中から成果を上げてきたと考えられる8つの題材を選び、8冊の授業パッケージを開発した。開

発にあたっては、パッケージ教材に関する先行研究を参考に掲載すべき要件を洗い出した。授業パッケ

ージを読んだ教員等へのアンケート調査からは、「掲載内容の分かりやすさ」や「日常の授業での活用し

やすさ」について概ね高い評価を得た。 

 

(2) 「情報が日常生活や社会に与える影響を考えさせる学習活動」を支援するために開発した授業パッケ

ージを活用した教員研修プログラムを作成し、研修を実施した。プログラムは、これまでの研究成果をも

とに、「教える内容の意識化」「教え方の意識化」を重視した内容・構成にした。1) 参加者が教える内容

や教え方に関する理解を深めたか、2) 研修後に授業パッケージを踏まえた実践に取り組もうとしたか、

についてアンケート調査を通して検討したところ、ほとんどの参加者が研修を通して教える内容や教え方

に関する理解を深め、高い満足感を持ったこと、研修後に授業パッケージを踏まえた実践に取り組んだ

り実践を計画したりしたことが示された。 
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知らない

知っている
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図 12 参加者のメディアとのつきあい方学習に係る経

験・理解別に見た学習会後 3ヶ月以内の実践化の

割合 



＜授業パッケージイメージ＞  教材 A「広告のポスターを調べよう」より（表紙等含め全 18 ページ） 
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＜教員研修プログラムによる研修実施＞ 

日時：2011 年 7 月 9 日(土) 13:30～16:30 

会場：東京大学 福武ラーニングスタジオ(福武ホール内） 

「第 4 回 メディアとのつきあい方学習実践研究会学習会」として実施 


